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新規利用者さん自己紹介

１０月１日に入所しました。よろしくお願
いいたします。今まであまり仕事が続いて
おらず、発達障害の傾向と診断されたため、
長く続けられるお仕事に就きたく、こちら
へ入所いたしました。趣味は社寺めぐりと
ご朱印集めです。京都市内で好きなお寺は
高山寺と三十三間堂です。ご朱印は、いた
だいた後でも、眺めていると元気をもらえ
ます。特に、金戒光明寺と三十三間堂のご
朱印がお気に入りです。未だ人生迷走中で
はありますが、こちらで頑張りたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

（新規利用者K）

10月19日に、ソーシャルクラブで
バーベキューを行いました。
バーベキューでは、肉を焼く以外にも、
マシュマロを焼いたり、焼き芋を焼い
たりしました。それと、チーズとソー
セージを燻製にして、おいしくいただ
きました。私は、その燻製を担当しま
した。まず、スタッフが持ってきた燻
製器を組み立てて、スモークウッドを
燃やして、煙を出して、食材を１時間
半ほど燻していきました。
できた燻製の味は渋くて、大人の味が
しました。このバーベキューで至福の
時を過ごしました！

（利用者Ａ）

今回のソーシャルクラブはバーベ
キューでした。これまで、エンカ
レッジでバーベキューをするのは初
めてだったそうで、みんなで和気あ
いあいとした時間を過ごせたと思い
ます。場所は京都と奈良の県境付近
の笠置町で、いつもとは打って変
わった自然豊かな山川草木が印象的
でした。バーベキューでは、思って
いたよりも量が多く、満腹になるま
で食事を堪能することができました。
また、準備や後片づけを含め、みん
なと交流していく中でお互いにとっ
ても新たな気づきがあったと思いま
す。ソーシャルクラブとして、バー
ベキューは大きなチャレンジだった
と思いますが、たくさんの貴重な体
験をすることができました。
これからのソーシャルクラブでは積
極的に新しいことにチャレンジする
ことも考えていきたいと思います。
ありがとうございました。

（利用者Ｌ）

10/19（金）のソーシャルクラブは
ＢＢＱでした。私は、とても楽しみに
していたので、ドキドキしていました。
天気も快晴で秋晴れと言われても良い
天気でしたので、ＢＢＱが美味しくな
るはずだと感じていたので、現地に行
くまでの景色や空気が美しく見えまし
た。現地に着くとコンロを組み立てた
りお肉を焼いたり、野菜を洗ったり焼
いたりしました。さすがに、炭火の匂
いや煙たさが目立ったので、私は少し
苦手に感じましたが、みんな美味しそ
うに食べていました。後半で、今まで
お世話になった太田さんの送別会へ移
ることになりました。私は短い期間し
か一緒に活動することができませんで
したが、またお会い出来たら良いなと
思いました。私より長く居る利用者の
多くは、太田さんの喪失感に苛まれて
泣いている方もいました。お別れは、
寂しいですが、太田さんには元気でい
て欲しいです。その後、コンロなどを
しまう作業に入っていく形になりまし
た。今まであった形を元に戻すのは寂
しいと思いました。良い思い出と新た
な門出を同時に味わえて良かったなと
思いました。

（利用者Ｓ）

初めましてＷと申します。主な趣味はア
メコミとガンプラ制作です。アメコミは邦
訳本を読むのが好きで、100冊以上持ってい
ます。次に細かい手作業が好きで、じっく
り時間をかけたり、手早く済ませることも
出来ます。深く考え込むのが癖ですが、面
白いことを考えることもあります。
好きな歌手は中島みゆきで『世情』がお気
に入りです。最近になってコーヒーを淹れ
るのが趣味になり始め、コーヒー豆をミル
で挽くことに楽しみを覚えました。新参者
ですが、よろしくお願いします。
P・S 「豪華」や「プレミアム」とか「今
までにない」等の言葉を見ると、そんな言
葉を乱用するとかえって飽きが湧いてしま
います。私だけでしょうか。

新規利用者Ｗ

ソーシャルクラブ
(BBQ）

実 習 報 告

私は株式会社Ｋに9月16、26、
27日の3日間実習に行きました。
作業内容は、腰紐を畳みまとめ
る、伊達締めのアイロンがけと
草履を箱に戻すことでした。今
回の作業の中では、アイロンが
けが一番大変でした。
私はこれまで「服をダメにした
らどうしよう」と、怖くて避け
てきました。最初はつきっきり
で教えてもらいながら進めてい
ましたが、最終日には1人で作
業できました。今ではアイロン
がけが楽しくなり、家でもする
ようになりました。
今回の実習で、苦手なことでも
挑戦してみることは大事だと気
が付くことができました。

（利用者Ｏ）

利用者・スタッフで作る



【11月の予定】
11/21(水) ソーシャルクラブ
11/28(水) PC記録会
11/30(金）午前のみ開所
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【編集後記】
この間まで、風は涼しいがまだ陽射しがきつかったですね。
ここ最近はすっかり寒くなり、あわててコートを出しました。
話は変わりますが、私の知り合いのバンドマンが京都でアイ

ドルプロデュースを始めました。何度か見に行っているうちに、
バンド以外のアイドルの曲も聴くようになりました。今までア
イドルは真剣に観たり聴いたりしたことがなかったため、掛け
声があまりわからないので、目下勉強中です。

利用者Ｋ

私たちは9月25日に避難訓練を行いました。避難訓練
は、地震発生の影響で火災が起きたことを想定して実
施されました。スタッフの方の誘導に従って、速やか
に避難場所まで移動しました。避難場所は市内の下京
渉成小学校で、エンカレッジから徒歩数分で行ける距
離にあります。
今年の日本では、台風や地震のような災害が何度も

起きているので、避難訓練はとてもタイムリーなもの
でした。
いざ、という時のために、避難場所を自分の足で確

認することが大切だと思いました。
利用者Ｇ

９月２５日午後、避難訓練を行いました。
南海トラフ地震が発生し、給湯室から火災が発生し
ているという設定で、避難指定場所の京都市立下京
渉成小学校へ向かいました。特に問題は起きずに避
難は進み、無事に到着しました。
今年は、西日本豪雨や大阪北部地震など発生し、災
害は縁遠いものではなく、私達の身にも降りかかっ
てくることを身を持って実感したので、緊張感を
持って行えました。
しかし、訓練は訓練。実際に災害が起きた時に冷静
に対処出来るかは、常日頃からの対策にかかってい
ます。災害時の行動を、心の隅に備えておこうと思
いました。 利用者Ｈ

スタッフの太田です。
この度10月末をもって退職させていただく
ことになりました。
1年2ヶ月という短い期間でしたが、本当

にお世話になりました。ありがとうござい
ました。
エンカレッジで皆さまに出会えたこと、

就労に向けて一緒に頑張れたことを心より
嬉しく思います。
振り返ると、皆さまの日々の頑張りに何

度も背中を押され、勇気付けられました。
皆さまとの出会いは、かけがえのない宝物
です。就職活動の中や就職されてから、時
にはマイナスの気持ちになることもあると
思います。そんな時はゆっくりと一休みし
て、気持ちをリセットして前に進んでくだ
さいね。一歩ずつ着実に前に進むことで必
ず道は開けると思います。
最後になりましたが、皆さまのこれから

のご活躍を心より応援しています。
本当にありがとうございました。

太田

スタッフより 避難訓練の感想


